
平成２２年度 鹿児島大学法科大学院 二次募集 小論文試験問題

設問Ⅱ 「客観的な観察は可能だが、客観的な理解は不可能である。理解されたものは、対象を

正しく捉えていない。」という主張がある。以下の文章を参考にしながら、この主張に対する、あな

たの意見を述べなさい（６００字程度）。

（著作権処理手続中のため、文章の出典と引用箇所のみを表示します。）

【出典】 冨田恭彦 「哲学の最前線」 講談社現代新書 １９９８年

【引用】 ３２頁８行目から４３頁１１行目

原文の字句・構成を一部省略・変更した部分がある。


